



Lineage and Local Society in North China: 






























































する。対象地域は現在の莒県と莒南県、清代の行政区画では莒州（民国 2 年、1913 年に莒県と
改称、本稿では莒州と表記を統一する）を扱う。これは筆者のこれまでの作業と一貫性を持た




                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                        
(2)荒武達朗『近代満洲の開発と移民』汲古書院、2008 年、補論。 
(3)劉巧莉「近十年明清時期華北宗族研究綜述」『中国史研究動態』2015-5、2015 年。 



















民国 18 年（1919 年）に莒県（本稿で言うところの莒州）は全域を 10 の区に分けた。196 の宗



































がある。1930 年代の行政区分に即して莒州 196 例の宗族の地域的分布を整理すると表 1 のよう
になる。 
 
 莒州は南北に長く東西に狭いサツマイモのような形状をしている。第 1 区は莒州（正確には
莒県だが、本稿では莒州と表記、本稿冒頭参照）の州城周辺、第 2 区はその東に隣接し、順に
北へ第 3 区、第 4 区、第 5 区と並んでいる。第 6 区は第 2 区の反対側の州城西側に位置し、そ
こから南方に順に第 7 区、第 8 区、第 9 区、第 10 区と配置されている。第 8 区、第 9 区、第
10 区は現在の莒南県の領域にある。規模の大きな鎮は、第 1 区の東関、石井、第 3 区の招
賢、茅埠、第 4 区の管帥、苑荘、第 5 区の孟疃、井邱、第 7 区汀水、許口、第 9 区の十字路の
宗族数 ％ 宗族数 ％ 宗族数 ％
第1区 7 22% 7 22% 18 56% 32
第2区 0 0% 0 0% 4 100% 4
第3区 0 0% 5 23% 17 77% 22
第4区 0 0% 2 4% 43 96% 45
第5区 0 0% 4 22% 14 78% 18
第6区 0 0% 2 25% 6 75% 8
第7区 0 0% 1 9% 10 91% 11
第8区 0 0% 4 29% 10 71% 14
第9区 0 0% 4 29% 10 71% 14
第10区 0 0% 3 14% 18 86% 21
複数区宗族 0 0% 0 0% 7 100% 7







10 箇である。これらの鎮では一年に 2～4 回、山会という大規模な市が開かれていた(7)。この




店荘氏（129 号 8 区大店鎮荘氏）は当地域の一二を争う大宗族であった。以上州城と 11 箇の
鎮（大店鎮を含む）が莒州地域社会の結節点であった。第 1 区の州城を頂点として第 4 区管帥
・第 8 区大店・第 10 区十字路がそれに次ぎ、その他の 6 箇の鎮がさらにその下位に置かれて
いたと理解すればいいだろう。 
 196 例の宗族の内、州城に居住（城居）するものは第 1 区の 7 例（4％）である。鎮に居住す
るものは 32 例（16％）であり、残る 157 例（80％）が郷居、すなわち郷村社会に居住地を定め
ていた。また当地域の宗族は莒州全体に均一に広がっていたわけではない。仮に 5 区までを北
部とすればここに居住する宗族は 123 族（63％）、ほぼ 3 分の 2 が州の北に住んでいる。また
州城を抱える第 1 区が 32 族（16％）であるのに対して、当地域第 2 の管帥鎮を擁する北部第 4







らの有無は重要な指標となる。次の表 2 は莒州 196 例の記事から族譜、祠堂、族産の存在が確
認される宗族の割合を表している。 
莒州全体で族譜を所有しているものは 28 例、莒州宗族 196 例の 14％を占めている。同様に
祠堂・塋地（祖先の墓）を保有する族は 63 例（32％）、具体的に族産の所有の述べているもの
は 39 例（20％）であった。この族譜の保有数はやや過少と考えられる。常建華氏の依拠する情
報に依れば、現在の莒州地域には 100 余りの族譜が現存しているという(8)。この数字は上の 28
例を大きく上回っているので、実際の莒州で編纂された実数は地方志記載の数よりも多いと考
えてよい。これを踏まえるならば祠堂と塋地、族産ももう少し上方修正すべきであるが、正確
な数字の算定は困難である。故に以下の表 2 並びに表 3 は莒州での族譜、祠堂、族産所有状況
の一つの傾向を表すにとどまることに留意されたい。 
 表 2 に基づき莒州（莒県）各区の分布状況を検討する。第 2 区、第 6 区は総数自体が 4 例、
8 例と少なく誤差が大きくなるので除外する。各区において族譜を所有している割合は、第 3
区の 9％（区の宗族数 22 の内、2 例）から第 1 区 19％（同じく 32 の内、6 例）、そして第 8
                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                        
(7)『重修莒志』巻 22「輿地志・建置下・市集」より。 
(8)前掲常建華、2014 年、p.75 注 5 に引用する宋華麗の研究による。 
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区の 29％（同じく 14 の内、4 例）までの範囲にある。各区を比較すると第 8 区がやや突出し
ているが北部（第 1 区～第 5 区）と南部（第 6 区～第 10 区）で大きな差が見られない。 
 
 一方祠堂は第 3 区の 23％（区の宗族数 22 の内、5 例）から第 8 区と 9 区の 50％（ともに区
の宗族数 14 の内、7 例）まで、族産は第 3 区の 14％（同じく 22 の内、3 例）から第 8 区、9
区、10 区の 29％の間に分布している。この祠堂と族産については第 8 区、第 9 区など莒州の
南部の宗族の保有率が北部のそれよりも高いという傾向を見て取れる。北部の宗族数は全体の







 表 2 では各区の族譜・祠堂・族産所有状況を整理したが、これを城居、鎮居、郷居の各カテ
ゴリーで分けるとどうなるだろうか。表 3 によれば族譜については州全体の平均が 14％、居
所有族数 ％ 所有族数 ％ 所有族数 ％
  第1区  6 0.19 10 0.31 8 0.25 32
  第2区  0 0 0 0 0 0 4
  第3区  2 0.09 5 0.23 3 0.14 22
  第4区  6 0.13 15 0.33 7 0.16 45
  第5区  2 0.11 6 0.33 4 0.22 18
  第6区  2 0.25 1 0.13 0 0 8
  第7区  2 0.18 3 0.27 3 0.27 11
  第8区  4 0.29 7 0.5 4 0.29 14
  第9区  2 0.14 7 0.5 4 0.29 14
 第10区  1 0.05 6 0.29 6 0.29 21
複数区宗族 1 0.14 3 0.43 0 0 7





所有族数 ％ 所有族数 ％ 所有族数 ％
  城　居   1 14% 4 57% 2 29% 7
  鎮　居   6 19% 14 44% 7 22% 32
  郷　居   21 13% 45 29% 30 19% 157









い。表 2 の各区の間でも、また表 3 の城居・鎮居・郷居という区分においても、特徴が現れ難
い。一方で祠堂の建設や族産の設置には宗族のある程度の社会的・経済的力量が必要となる。
表 3 の祠堂・塋地においても城居宗族が 57％、鎮居宗族 44％に対し、郷居宗族が 29％という






















理すると、莒州 196 の宗族の内、116 例が内部に分支を有している。その分支がいつ形成された
かは、その宗族がある程度の規模まで拡大し分化の契機が生じたことを意味している。これは
或いは成長の指標と見なせるかも知れない。この 116 例の内、65 例で分支した世代が判明する。
第 1 世代で分支したものが 2 例（65 例中の 3％）、第 2 世代が 28 例（43％）、第 3 世代が 10
例（15％）、第 4 世代が 7 例（11％）、第 5 世代が 3 例（5％）、第 6 世代 6（9％）、第 8 世代
1（2％）、第 9 世代 3（5％）、第 10 世代 1（2％）である。他、隆慶年間 1、乾隆 45 年が 1、
複数回分支した宗族が 3 例を占めている。莒州に到来した始遷祖を第 1 世代とすれば、その子
である第 2 世代、或いはその次の第 3 世代で分支したものが過半数に達していた。 
                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                        













較して寡黙である。華北の宗族は時として 17 世紀半ばの明末清初、19 世紀半ばの捻軍の襲来
によって族譜・祠堂が焼失し、それ以前の記録が消滅したという言説を多用し系譜の混乱の理
由付けとする。表 4 は地方志の記事より族譜と祠堂の焼失に関する記事 8 例（総数 196 例の内
4％）を抽出し時系列に従い配列した。族譜については明代に焼失したものが 1 例、3 例が明末
の兵乱、2 例が咸豊年間の捻軍到来時の焼失であった。また祠堂の焼亡は捻軍到来時が 1 例、不


































これを基に最も右の欄において 1 世代を 25 年または 30 年として計算し、何年遡及できるかを
計算した。なお地方志が編纂されたのは 1936 年である。最も多いものが 16 世代（すなわち 400
年～480 年前）の 4 例で、大体 1460 年～1540 年（明代成化年間、弘治年間、正徳年間）に相当
している。この 4 例をピークとしてこれより明初へと遡る宗族は 4 例、反対に 1540 年代より
後、嘉靖年間以降のものは明末までの約 100 年間で 33 号、132 号、124 号、1 号、21 号の 5 例、






に配列した。時期をほぼ特定できる宗族は 10 例（全体の 6％）である。世代のみが書かれてい
る場合は上述の通り、1 世代の年数を 25 年もしくは 30 年として遡及させた。 
№ 区と名称 伝承来莒世代 失考世代数 実質世代数 遡及年数（1936起点）
174 1区陵陽荘厲氏 18 11 7 175-210年前
61 1区史家荘林氏 15 5 10 250-300年前
50 10区桑園李氏 19 8 11 275-330年前
21 8区山頭淵王氏 19 5 14 350-420年前
1 7区丁家孟堰村丁氏 16 2 14 350-420年前
124 4区前石崮後張氏 18 3 15 375-450年前
132 8区大店尉氏 16 1 15 375-450年前
33 1区朱家葛湖朱氏 不明 嘉靖以前 不明 嘉靖（1522-66）以降
161 3区雙鳳山後管氏 21 5 16 400-480年前
163 1区北関劉氏 20 4 16 400-480年前
67 8区後誨子坡季氏 19 3 16 400-480年前
49 6区水由1区江荘李氏 17 1 16 400-480年前
4 3区汀溝于氏 22 5 17 425-510年前
104 1区小堂前陳氏 19 2 17 425-510年前
175 8区下河滕氏 18 来莒以前 18 450-540年前
10 4区小河王氏 22 3 19 475-570年前
45 4区川里李氏 不明 7 不明 不明






 表 6 の内、明代に族譜や族産を設置した宗族は 15 号の修譜、126 号の族田の設置（ともに 16






っても一種の沈滞期であった。前引の通り 15 号は明代に修譜を行ったが 5 世代の空白の後、11
世と 12 世の時に祠堂と祭田を設置している。同じく 126 号も 8 世から 5 世代の空白を置き、13
世の時に祠堂、義学、祭田を設けた。この約 125 年～150 年間の沈滞期を経て続く康煕年間から
乾隆年間が宗族の各種事業の再開期・成長期であった。その他の宗族も 18 号の修譜、111 号 118
号 165 号の祠堂建設もほぼ同時期である。5 号の修譜、133 号と 171 号の祠堂建設がその後の乾
隆年間後半から嘉慶年間にかけてのことであった。このように大体清中期の乾隆年間を中心と
する時期に族譜、祠堂、族産の設置が隆盛へと向かったと考えられる。 
 この中の 60 号 1 区東関及岳家荘岳氏の事例は祠堂による族的結合強化の事例として興味深
い。文末附表によれば彼らは東関一支（正徳年間来住、原籍は山西楡次県）、岳家荘一支（洪武
















































 以下の表 7 は莒州の宗族の莒州における居住世代数を整理したものである。地方志 196 例の
宗族の記事の内、27 例は何世代前に莒州に現れたかが不明である。残る 169 例は「現伝至○○
世」などというように彼らの始遷祖が莒州に到来してからの世代深度を記載している。前節で




 続いて表 8 ではそれぞれの宗族の記事に述べられる「某於○○遷莒」「○○来莒」などとい
う情報から彼らの遷住時期をまとめた。莒州の宗族 196 例の内、特に記載がないものは 19 例に
過ぎず、残る 177 例は自らの起源となる時期に言及している。表 8 の伝承として認識する来莒
時期と、表 7 の世代数から算出した推定在住年数とを対照することによってより正確な移民の
時期を推定していくことが可能になる。 
 まず彼らが莒州へと姿を現した来住時期と地域的分布には次のような特徴がある。表 7 に基
づき莒州（行政区分は民国期の莒県）内の区ごとの分布を見ると、30 世代を超える宗族は北部
の管帥鎮を有する第 4 区のみに居住している。表 8 から伝承による来莒時期に注目すると元末
より以前に遡る宗族は第 1 区、第 5 区、第 10 区にも見られるが、とりわけ第 4 区に多いことが
分かる。一方表 7 の 9 世代或いは 11 世代より世代深度が小さい宗族（＝清代来莒）は北部第 1
区と第 3 区に散在しつつも、最南部の第 10 区に清朝初期または前期の来莒者が一定数居住して
いることが看取される。同区は現在の莒南県城、十字路鎮という大鎮を擁している。彼らの移
住時期は清代、中でも順治・康熙年間であり、区全体の 21 族の内 6 例を占めている（表 8）。























8 2 2 1 5
9 1 2 3
10 1 1 2 3 7
11 1 1 1 3
12 1 1 1 1 2 1 7
13 2 1 1 1 5
14 3 1 1 5
15① 2 2 1 1 1 1 8
16 1 3 1 1 2 2 10
17 4 2 3 1 1 1 1 1 2 1 17
18② 3 2 2 1 1 2 1 12
19 2 1 1 2 2 1 6 2 3 1 21
20③ 3 1 1 14 2 1 1 1 2 26
21 5 2 1 1 2 3 14
22 1 2 3 1 7
23 1 2 3




28 1 1 2
29-30 1 1




不明 2 8 6 3 3 2 2 1 27



























 続いて莒州宗族が何時この地へと来住したかを検証する。表 7 に基づくと莒州で世居する世
代深度は 20 世代の 26 例（不明のものを除いた 169 例の内、15％）を頂点として、19 世代 21 例
（12％）、17 世代 17 例（10％）という分布となっている。17 世代から 21 世代までという幅を
設定すると合計 90 例、169 例の内 53％と過半数を占める。1 世代 25 年を係数とすれば大体の
目安として明代前期から中期まで、1 世代 30 年とすれば元末明初から明代前期までの期間とな
る。それぞれのピークは元末明初、明初から前期にかけての時期にある。 
 これを表 8 の彼らが伝承として認識する来莒時期に対照させる。来莒時期として突出して多
いのは明初の 28 例（不明のものを除いた 177 例の内 16％）、洪武年間（年代不詳）の 23 例（同
13％）である。洪武年間の具体的な年号が記される 25 例を加算すれば、明初・洪武年間の数字
到来時期 1区 2区 3区 4区 5区 6区 7区 8区 9区 10区 複数区 合計 時期
咸豊年間 2 2
清中葉・嘉慶道光 1 1 1 3
乾隆年間 3 2 1 1 7
康熙年間 1 2 3
清朝初・順治年間 1 3 1 2 7
10-11世前 1 1 2
明代 2 2 2 6
明末 4 2 1 4 2 1 14
天啓年間 1 1 2
隆慶万暦 1 1 1 1 2 1 7
嘉靖年間 1 2 3
明中葉 1 1 2
正徳年間 1 1 1 3
宏治年間 1 1 2
成化年間 2 1 1 2 6
景泰年間 3 2 2 7
正統年間 1 1 2
宣徳年間 1 1 2
永楽年間 1 3 4
洪武以降 1 1 1 1 1 5
洪武年間 3 3 5 3 1 3 1 1 3 23
洪武10年以降 1 1 2
洪武4年 1 1
洪武3年 1 1 2
洪武2年 2 2 5 2 2 13
洪武初 3 1 2 1 7
明　初 4 5 9 2 1 2 4 1 28
元　末 1 2 3
元　代 1 2 1 1 5
宋　代 1 2 1 4
不　明 1 2 5 2 1 2 2 3 1 19












は合計 76 例（43％）を占めていることが分かる。伝承による彼らの移住は 14 世紀後半の時期
に集中している。この表 7 と表 8 の表すところに大きな差異はない。特に 1 世代 30 年と計算す
る場合には、当地への来住時期は明代の洪武年間から永楽年間に相当し、両者は完全に一致す
る。世代数のカウントには必然的に誤差を伴う。この 2 枚の表の重なり合う時期を抽出し、矛




員、百戸六員」を配置したとある(10)。これに対応するように例えば 30 号 7 区石家屯石氏（靖難
の変で軍功、百戸職を世襲）、37 号 10 区泉子頭汪氏（洪武 2 年来住、指揮を世襲）、54 号 1 区
大湖何氏（洪武初年、軍功をもって百戸を世襲）、62 号 4 区前花泉溝荘林氏（元代以降に百戸
に就任）、103 号 1 区雲裏盛氏（宋元以来世居、明代に二百戸世襲）、104 号 1 区小堂前陳氏（明
代以前、日照の霊山衛指揮に就任）はそれぞれ祖先が軍籍に編入されていたと伝承している。
103 号の“二百戸”はおそらく百戸だろう。他、43 号 3 区東門楼荘李氏は元代に百戸とあるが、


















                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                        
(10)『重修莒志』巻 33「経制志・軍備」。 
(11)葛剣雄主編・曹樹基著『中国移民史』（第五巻・明時期）福建人民出版社、1997 年、第 5 章。東海・




























きる。それが莒州の東南に隣接する江蘇省北部の「東海」38 例、「海東」14 例、「海州」11 例、












地に東海、海東、海州と記している宗族を抽出すると、例えば 53 号 9 区宮地村呉氏は安徽省か
ら東海を経て莒州へと到った。同様に 87 号 9 区朱梅荘徐氏は崑山県より海東、139 号 4 区万家












沂州 沂水 臨胊 新城 青州 高密 濱県 博興 歴城 済南府 済陽 泰安 新泰 曲阜 

























































姓であるが、106 号 1 区東関陳氏、107 号 1 区陳家屯陳氏、112 号 6 区東艾家荘陳氏、114 号 10
区北店陳家薛慶・2 区陳家西楼陳氏、115 号 10 区草嶺後陳氏、117 号 10 区陳家荘陳氏などは州
中部から南部に散居している。ここに列挙した陳姓は移住時期が様々でも、東海大村（後述）
を原籍とし、後に日照県車疃荘を経て莒州に到ったという経歴を共有している。例えば 106 号
の陳姓は江蘇東海県大村より洪武元年に日照県車疃荘へ、9 世が諸城県老鴰窩へ、そして 10 世
が莒州へという経路で移住をした。この間に諸城県「老鴰窩」（カラスの巣）が含まれていると








 「東海大村」は莒州宗族の内、7 例に共有されている。52 号 10 区東崖上荘李家崖上荘李氏は
「東海県李家大村」を原籍地とする。106 号 1 区東関陳氏、112 号 6 区東艾家荘陳氏、114 号 10
区北店陳家薛慶・2 区陳家西楼陳氏及び 117 号 10 区陳家荘陳氏の 4 つの宗族はすべて「東海県






細は不明である。他、185 号 9 区澇坡盧氏は「東海之代村」より各地に分派していったという伝
説を残しているが、代村はあるいは大村の別の表現かも知れない。 
 「東海十八村」或いは「海東十八村」「海州十八村」についても 7 例ある。74 号 1 区侯家荘
侯氏と 129 号 8 区大店鎮荘氏は「東海十八村」を原籍地としている。よく似ているのだが、41
号 4 区大路西宋氏と 140 号 1 区東関董氏の出自は「海東十八村」である。「海州十八村」は 92
98 
 

















を共通の故郷と定めている。当路村という名前では 9 例、その他の表記では各 1 件見いだされ
た。最も一般的な呼称は「東海県当路村」であり 6 号 2 区王家山荘王氏と 160 号 10 区臧家荘臧
氏が原籍地としていた。178 号 10 区壮岡鎮魯氏は「東海当路村山子口荘」とより具体的に記載
している。同様に「海州当路村」も 19 号 5 区棠棣溝王氏と 50 号 1 区桑園李氏の 2 つの宗族が
故郷としている。やや表記が異なるが 121 号 1 区張家荘・4 区坡西川里張氏は「海州盪櫓村」に
出自を求める。海東については 23 号 10 区王家黄所王氏が「江南海東当蘆村」、87 号 9 区朱梅
荘徐氏が「海東党瑯村」（経由地）を由緒のある地として伝承している。また“雲台山”を関す
るものも目を引く。当地の王姓の内、10 号 4 区張仙小河王氏は「雲台山下当路村」（先住地）、
21 号 8 区山頭淵王氏は「東海雲台山麓当路村」、22 号 9 区良店王氏は「東海雲台山麓当路村」






由来を知ることができるだけである(17)。84 号 4 区前遜峯荘徐氏は当路と十八村と結びつけた
                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                        






























歴を組み立てていくだけではない。148 号 7 区小河疃村王氏は山東省登州府寧海県の出身であ
るが、独特の経歴を有している。地方志の記事によれば概略次のようになる(18)。賈姓、劉姓、
王姓の 3 名は登州府寧海県より明末戦乱を避けて莒州に移り住んだ。彼らは親族もないので兄
弟の契りを結んだ。その後 1 人が結婚、子 3 人を産み、それぞれが賈氏、劉氏、王氏の祭祀を
継いだ。この 3 箇の宗族は現在も構成員同士が伯叔兄弟で呼び合う一族のようであり、共同の
墓祭も行う。本県の荘氏と奉天厳氏、大店王氏と山底薄氏も一族とされるが、三氏を一族とす




























































州、日照に最も近い莒州南部の第 10 区では総計 21 例の内、清代に来住した宗族が 6 例（29％）
を占めていた。これらはすべて日照または江蘇省北部を出身とする。それぞれの宗族の移民時
期を列挙すると次のようになる。遷界令の時期に移住してきたものは 2 号鮑家荘丁氏（清初・
日照県）、172 号劉家東山劉氏（順治 4 年・日照県）、173 号後野泉劉氏（康熙初年・江蘇北部
贛楡県）の 3 例である。この他 127 号大坊前張氏はやや遅れて康熙 35 年に日照県より来住し
た。残る 2 例は 156 号卞家荘趙氏（ 清中葉・経由地が日照県安東衛）、162 号李家桑園遅氏（乾
隆年間・日照県）であり、遷界令とは関係がないだろう。2 号、172 号、173 号の来住が遷界令
によるものである可能性は否定できない。 













                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                        






























































































































江蘇省北部 東海 東海県大村→臨沂県小陳家荘1 1








江蘇省北部 東海 東海県→日照県1 1

































江蘇省北部 東海 東海2　東海→日照県1　東海雲台山麓当路村1　東海大村1 5
江蘇省 江蘇崑山県 崑山県大橋村→海東党瑯村1 1






























































旺 明初 黄県赤山寨 同左 ？ ？ 3 于氏四公族譜 在村 祭田1畝2分






































7 3 郷 団林荘王氏 士能 洪武4年
済陽県瓦屋
脊荘
















































？ 明初 新城県 同左 20 ？ ？ ？ ？ ？
東雲門王氏は明中葉
に移住と伝える。







同左 ？ 3 2 6世　修譜 11世　祠堂創立。
12世　祭田10畝設
置。






17 4 郷 河圈荘王氏 乙之 嘉靖年間
新泰県東都
村
同左 17 3 4 ？ 2箇所　在村、他
祭田・祭田大地計
16畝、場1箇所
18 4 郷 垜荘王氏 失考 明初
淄川県吊橋
子荘



















21 8 郷 山頭淵王氏 某 明末
東海雲台山
麓当路村
同左 19 -5 6 2 旧譜あり。 在村 ？
明末の兵乱により東
海より莒州へ。
22 9 鎮 良店王氏 宏爵 洪武2年
東海雲台山
麓当路村



























？ 洪武年間 海東 同左 17 ？ 3 ？ ？ ？












失考 景泰年間 東海 同左 8 ？ 2 ？ ？ ？
29 5 鎮 孟疃白氏 営 洪武2年
山西省洪洞
県打水巷子
同左 17 ？ 5 ？ 閤族家祠 祭田50畝 家訓あり。
30 7 郷 石家屯石氏 査
永楽靖難の
変





31 4 郷 大路西史氏 国譲 清初
州内・城南
史家荘
同左 11 ？ 2 ？ ？ ？
















34 5 鎮 東莞鎮朱氏 慈鳳 ？ 日照県鐙山 同左 9 ？ ？ ？ ？ ？
もと王族。明清交代
期に日照へ。
35 7 郷 朱家荘朱氏 ？ ？ 江南沙河 同左 ？ ？ 4 ？ 嘉慶23年立祠 祭田10畝余




















38 4 郷 河北村呂氏 ？ 明初 海東
諸城県坡楼
村












40 3 郷 黄埠荘宋氏 某 成化7年
江蘇省八里
荘




41 4 郷 大路西宋氏 宜 明初 海東十八村
諸城県朱
解？





















44 3 鎮 招賢鎮李氏 若卜 乾隆末年
楽安県高里
港村
同左 8 ？ ？ ？ 在村 ？


































失名 明末 長山県 同左 17 1 5 2 ？ 有 ？







































53 9 郷 官地村呉氏 海明 洪武2年 安徽歙県
江蘇東海県
西市
17 ？ 8 ？ ？ ？
54 1 郷 大湖何氏 柱 洪武初年
江蘇高郵州
八里橋


























州内 ？ ？ ？ ？ ？ ？

































































伯埭 洪武2年 江蘇高郵県 同左 20余 ？ ？ ？ ？ ？
65 1 郷 西旺疃来氏 自立 洪武初年 浙江蕭山県 同左 17 2 4 ？ ？ ？


















68 1 郷 大湖荘周氏 可倹 道光元年
長山県周家
荘
同左 7 2 2 ？ ？ ？
69 4 郷 岳疃荘周氏 廷 洪武年間 日照崖頭荘 同左 22 ？ 3 ？ ？ ？
70 4 郷 姜家荘姜氏 ？ 清初 青州益都県 同左 ？ 2 5 ？ ？ ？ 兄弟5人後に分居。
71 4 郷 方城胡氏 深 明代 浙江省処州 同左 20 ？ ？ ？ ？ ？
72 3 郷 柳家荘柳氏 子鵬 永楽年間 河東 同左 17 2 5 ？ ？ ？
73 3 郷 苑家荘苑氏 ？ 明初 直隷棗強県 同左 ？ ？ 4 ？ ？ ？






























同左 18 ？ 3 ？ ？ ？
79 4 郷 孤山荘馬氏 ？ 洪武年間 山西洪洞県 同左 ？ ？ ？ ？ ？ ？
80 5 郷 北官荘馬氏 禄 万暦初年 山西 同左 14 ？ 2 ？ ？ ？
81 5 郷 石嶺子高氏 顕 洪武年間
山西洪洞県
潦窪村







文孔 正統3年 江南高公島 同左 21 2 3 ？ 在村西 ？
83 1 城 城裏涂氏 広仁 乾隆初年
江西南昌府
新建県





















85 4 郷 鳳崖徐氏 泰明 成化4年 海州
高密県東北
郷夏荘






86 8 鎮 筵賓徐氏 本 宏治年間 東海 同左 19 ？ ？ ？ 在東筵賓 ？
87 9 郷 朱梅荘徐氏 有安 洪武3年
江蘇崑山県
大橋村








88 2 郷 厲家疃袁氏 某 洪武12年
河北省棗強
県




89 4 郷 埠南夏氏 九疇 元 ？ ？ 20余 ？ ？ ？ ？ ？
90 9 郷 夏家溝夏氏 ？ ？ 東海 日照県 12 ？ 3 有 ？ ？
明初東海から日照県
へ、その後莒州へ。






同左 20 ？ ？ ？ ？ ？







































95 2 郷 新旺唐氏 瀛海 隆慶4年 海東十八村 同左 19 ？ 8 ？ ？ ？
96 7 郷 唐家湖唐氏 貫武 明末 山西冀城県 同左 12 ？ ？ ？ ？ ？
97 4 郷 法牛山祝氏 ？ 宋代
江西徳興県
南門裏
沂水県 37 ？ ？ ？ ？ ？
98 3 郷 山溝荘孫氏 ？ 明初 ？ ？ ？ ？ ？ ？ ？ ？
99 8 郷 昔林泉孫氏 失考 明初 東海 同左 15 ？ 7 ？ 在村 ？
100 9 郷 柳溝孫氏 因法 天啓6年 ？
州内、大鉄
牛廟荘















20 5 3 ？ ？ ？
102 3 鎮 中招賢原氏 ？ 咸豊年間 掖県 同左 ？ ？ ？ ？ ？ ？











































108 3 郷 小羅荘陳氏 同 嘉靖2年
日照県陳家
荘子






柴麓崮西南 16 2 5 ？ ？ ？



















































115 10 郷 草嶺後陳氏 従先 景泰4年 東海
日照県西車







116 10 鎮 坪上陳氏 某 洪武年間 淮東廟湾荘 同左 22 2 4 ？ ？ ？






































英 明初 江蘇句容県 同左 17 ？ 4 ？ ？ ？


































122 1 郷 藉荘張氏 洪 明初 海東 同左 16 2 6 ？ ？ 祭田4畝
123 3 郷 宅科荘張氏 旻明 成化3年
済南府西関
杆石橋街







同左 18 -3 4 2 ？ ？ ？
125 5 郷 北官荘張氏 垂統 明初
臨胊県城頭
村
同左 19 ？ 2 ？ ？ ？
126 5 鎮 井邱鎮張氏 徳鄰 洪武年間
安邱県遥窩
荘







127 10 郷 大坊前張氏 鴻吉 康熙35年
日照県大平
橋










129 8 鎮 大店鎮荘氏 瑜 洪武初年
江南東海十
八村








130 8 郷 水溝坡曹氏 ？ 景泰年間
江蘇東海県
曹家村
諸安等県 17 ？ ？ ？ ？ ？
131 9 郷 店頭曹氏 失考 景泰年間 江蘇東海県 同左 20 2 3 ？ 在村 祭田2畝





























？ 明初 ？ ？ ？ ？ ？ ？ ？ ？
135 5 郷 古柳村程氏 興、旺 明中葉
安邱県阡里
荘
同左 16 ？ 2 ？ ？ ？
「程氏族譜凡例」掲
載。
136 1 郷 車輞溝甯氏 哲生 乾隆20年 汶上県 同左 8 ？ ？ ？ ？ ？
137 6 郷 絡河崖單氏 失諱
隆慶・万暦
年間












140 1 鎮 東関董氏 威、鎮 洪武初年 海東十八村 同左 20 3 3 ？ 祖祠、支祠あり。 ？
141 5 郷 張解董氏
好友、好
文、好勝




142 4 郷 門楼荘楊氏 某 宋代 北平容城県 同左 30余 ？ ？ 在村 在村 ？
















145 1 郷 齊家荘賈氏 禎 正統年間
山西保徳直
隷州




146 3 郷 賈家嶺賈氏 ？ 明初 ？ ？ ？ ？ ？ ？ ？ ？














































151 4 郷 河西荘蒲氏 木芳 乾隆以降 淄川
諸城県西賢
坡子荘

























155 7 郷 北汀水趙氏 ？ 永楽年間 河北棗強県
益都県老鴰
窠荘






156 10 郷 卞家荘趙氏 ？ 清中葉
安徽省合肥
県花馬村





157 10 郷 東埠村趙氏 子友、子先
元、順帝4
年
江蘇東海県 同左 ？ ？ ？ ？ ？ ？
158 1 城 城裏熊氏 一信 乾隆年間
江西南昌県
崗下村
同左 7 2 3 ？ ？ ？
159 5 郷 龍宿村臧氏 瑾 洪武年間
登州府福山
県
同左 ？ 2 4 ？ ？ ？
160 10 郷 臧家荘臧氏 胤祚 洪武23年
東海県当路
村



































同左 9 ？ ？ ？ ？ ？
163 1 鎮 北関劉氏 失考 洪武2年 江蘇沛県 同左 20 -4 ？ ？ ？ ？ ？
164 1 鎮 南関劉氏 緒 順治初年 海東 同左 17 ？ ？ ？ 祠堂旧在南関 ？
165 4 郷 邱家溝劉氏 才勝 明初 海東郭家村 同左 21 ？ ？ ？ 14世創立 ？
166 5 郷 大馬荘劉氏 爾璣 明初
北京南土埠
村
同左 21 5 3 ？ ？ ？







168 5 郷 塚頭荘劉氏 堂 成化年間
四川内江県
玉帯渓村











170 9 郷 洙邊劉氏 伯元 景泰年間 東海大村 同左 ？ ？ 5 ？ 在村 ？










同左 12 2 3 ？ 始祖塋 祭田山場150畝
173 10 郷 後野泉劉氏 可訓、可法 康熙初年
江蘇贛楡県
黄荘
同左 10 ？ ？ ？ ？ ？
























176 5 郷 蔡家溝蔡氏 ？ 正徳年間
益都県窰溝
村
同左 19 ？ ？ ？ ？ ？
177 3 鎮 招賢鎮樊氏 泰清 咸豊4年 博興県 同左 5 ？ ？ ？ ？ ？










179 4 郷 北杏荘鄭氏 希忠 康熙35年
日照県長城
嶺







同左 16 ？ ？ ？ ？ ？
181 3 鎮 招賢鞏氏 ？ 嘉慶初年 楽安県 同左 ？ ？ ？ ？ ？ ？
182 4 郷 三山閻氏 某 明初 山西洪洞県 同左 20余 ？ ？ 草譜あり ？ ？
183 3 郷 澇坡戦氏 友仲 乾隆末年
黄県西郷九
里店
同左 8 3 4 ？ ？ ？
184 6 鎮 北汶戦氏 ？ 洪武初年 ？ ？ ？ ？ ？ ？ ？ ？
185 9 鎮 澇坡盧氏 ？ 洪武年間
江西吉水県
灘頭鎮






186 10 鎮 坪上鎮盧氏 瑶 明中葉
江蘇東海県
大義村







同左 12 ？ ？ ？ 始塋あり。
祭田大地2箇所、
計2.4畝。別墅。





















好礼 成化年間 濱県戴村 同左 19 ？ ？ ？ ？ ？



































193 9 郷 曲流河聶氏 兄弟6人 成化年間
河東新安雲
台山
同左 15 ？ ？ ？ 在村 ？
















某 明初 海東 同左 16 2 2 ？ ？ 祭田6畝
資料：『重修莒志』巻40･41「民社志・氏族」を整理
